


「
夢
結
蹴
」
を
新
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
悲
願
の
Ｊ

１
昇
格
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
し
た
サ
ガ
ン
鳥
栖
。
岸
野
靖

之
監
督
の
下
、
２
年
目
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
昨
シ
ー
ズ

ン
の
主
力
を
ベ
ー
ス
に
し
て
補

強
。
岸
野
監
督
は
「
サ
ガ
ン
鳥

栖
史
上
最
強
の
チ
ー
ム
が
誕
生

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

る
の
は
昨
年
に
引
き
続
き
高
橋

義
希
選
手
。
最
強
の
29
人
で
15

チ
ー
ム
に
よ
る
全
45
節
を
戦
い

ま
す
。

サ
ガ
ン
鳥
栖
の
選
手
た
ち
は

１
月
25
日
、
鳥
栖
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
玄
関
前
で
行
わ
れ
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
岸
野
監
督
は

「
必
ず
開
幕
戦
に
勝
っ
て
、
２
０

０
８
年
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
思
い
っ
き
り
戦
い
ま
す
」。

高
橋
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
一
試
合

一
試
合
を
大
切
に
、
全
力
を
出

し
て
戦
い
た
い
。
必
ず
良
い
結

果
を
出
し
ま
す
」
と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

市
で
は
「
鳥
栖
市
民
デ
ー
」

と
し
て
、
３
月
20
日
（
祝
）
午

後
１
時
か
ら
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ

ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る

「
サ
ガ
ン
鳥
栖
対
セ
レ
ッ
ソ
大

阪
」
戦
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
招

待
し
ま
す
。

観
戦
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

３
月
８
日
（
土
）、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２

（
Ｊ
２
）
が
開
幕
し
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
２
は
、
Ｊ
１
か
ら
降

格
し
て
き
た
横
浜
Ｆ
Ｃ
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
３
チ
ー
ム
と
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
か
ら
昇
格
し
て
き
た
Ｆ
Ｃ
岐

阜
と
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
を
加
え
た
15
チ
ー
ム
が
戦
い
ま
す
。

サ
ガ
ン
鳥
栖
の
開
幕
戦
は
３
月
８
日
（
土
）。
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ

ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
迎
え
撃
ち
ま
す
。

Ｊ
１
昇
格
に
向
け
て
歩
み
出
し
た
２
年
目
の
岸
野
サ
ガ
ン
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
サ
ガ
ン
鳥
栖
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。



と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
総
合
政
策
課
（
4

85
・
３
５
１
１
）
へ
　

受
付
会
場
●
①
ジ
ョ
イ
フ
ル
タ

ウ
ン
鳥
栖
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ト
横
②
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

受
付
期
間
●
３
月
13
日
（
木
）

か
ら
19
日
（
水
）
ま
で
①
平

日
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
②
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
し
込
み
●
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ

シ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受

付
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

招
待
席
●
レ
ギ
ュ
ラ
ー
席
（
メ

イ
ン
・
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
２
階

の
一
部
お
よ
び
３
階
）

そ
の
他
●
配
布
は
１
人
に
つ
き

同
居
し
て
い
る
家
族
分
ま
で
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
ス
タ
ジ
ア
ム
北
ゲ
ー
ト
前
広
場

内
　
容
●
市
内
農
産
物
産
展
▽

市
イ
メ
ー
ジ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
と
ち
ゃ
ん
」
と
の
写
真
撮

影
会
▽
夢
プ
ラ
ン
21
に
取
り
組

ん
だ
麓
小
６
年
生
に
よ
る
ひ
ま

わ
り
の
種
配
布
ほ
か

■
ス
タ
ジ
ア
ム
内

内
　
容
●
市
内
少
年
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
よ
る
前
座
試
合
（
鳥

栖
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
旭

Ｆ
Ｃ
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ア
、
サ

ガ
ン
鳥
栖
Ｕ
｜
12
）
▽
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
シ
ョ
ー
（
鳥
栖
商
業
高

校
ダ
ン
ス
部
）

市
で
は
「
鳥
栖
市
民
デ
ー
」

始
球
式
の
キ
ッ
カ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
大
観
衆
が
見
守
る
ス
タ

ジ
ア
ム
で
始
球
式
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格
●
鳥
栖
市
民

募
集
人
員
●
２
人
（
ペ
ア
１
組
）

申
し
込
み
●
２
人
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
間
柄

を
記
入
し
、
３
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
総
合
政
策
課
（
〒
８
４

１
｜
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１

１
１
８
番
地
　
4

85
・
３
５
１

１
　
6

82
・
１
９
９
４
　
Ｅ
メ

ー
ルsougou@

city.tosu.lg.jp

）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
同
日

必
着
。
な
お
、
電
話
で
の
応
募

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い

結
果
通
知
●
当
選
者
の
み
連
絡

し
ま
す

新
加
入
選
手

新
加
入
選
手

←
１
月
20
日
に
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
初
練
習

→
鳥
栖
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
意

気
込
み
を
語
る
高
橋
キ
ャ
プ
テ
ン



明
治
七
年
二
月
一
日
に
憂
国
党

が
、
佐
賀
県
の
公
金
取
扱
機
関
で

あ
る
小
野
組
佐
賀
出
張
所
に
対
し

て
借
金
を
強
い
る
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
「
佐
賀
県

士
族
が
征
韓
論
を
唱
え
て
襲
撃
し

た
」
と
伝
わ
る
と
、
内
務
卿
大
久

保
利
通
が
反
乱
と
断
定
し
武
力
鎮

圧
を
指
令
し
ま
す
。
佐
賀
の
乱
の

始
ま
り
で
す
。

そ
の
前
年
に
征
韓
論
の
政
変

で
敗
れ
た
征
韓
派
の
江
藤
新
平

は
佐
賀
に
戻
り
、
征
韓
党
の
党

首
に
就
き
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、

明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
に
反

対
す
る
士
族
た
ち
は
憂
国
党
を

組
織
し
、
島
義
勇
を
首
領
に
担

い
で
い
ま
し
た
。

政
府
が
熊
本
鎮
台
（
明
治
政

府
の
陸
軍
）
へ
出
兵
命
令
を
出

し
た
こ
と
を
知
る
と
、
征
韓
・

憂
国
両
党
は
、
一
致
し
て
政
府

軍
に
当
た
る
こ
と
に
し
ま
す
。

佐
賀
城
内
の
県
庁
を
占
領
す

る
な
ど
一
度
は
優
勢
に
立
っ
た

佐
賀
軍
で
す
が
、
二
月
十
九
日

に
博
多
に
上
陸
し
た
政
府
軍
と
、

二
十
二
日
の
朝
日
山
の
戦
い
、

二
十
三
日
の
寒
水

し
ょ
う
ず

の
戦
い
で
敗

れ
、
佐
賀
へ
攻
め
入
ら
れ
、
佐

賀
の
乱
は
鎮
圧
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
三
月
一
日
、
大
久
保
利
通

ら
の
佐
賀
城
入
城
と
な
り
ま
す
。

征
韓
・
憂
国
両
党
が
政
府
軍

と
の
決
戦
を
決
意
し
た
と
き
、

各
地
で
組
織
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
鳥
栖
市
域
で
は
、
古
賀
村

庄
屋
な
ど
を
務
め
た
原
家
の
日

記
に
、
二
月
十
一
日
に
田
代
在

住
の
者
が
憂
国
党
に
加
わ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
田

代
の
旧
対
馬
藩
士
族
へ
も
憂
国

党
か
ら
の
強
力
な
勧
誘
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

一
方
、
政
府
軍
は
二
月
二
十

一
日
早
朝
に
は
、
田
代
宿
ま
で

進
出
し
て
い
ま
す
。
人
々
は
田

代
で
戦
闘
が
行
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
皆
荷
物
を

担
い
で
逃
げ
出
し
、
田
代
に
駐

屯
し
て
い
た
佐
賀
軍
の
士
族
約

百
人
も
戦
火
を
交
え
る
こ
と
な

く
佐
賀
へ
撤
退
し
、
田
代
在
住

の
士
族
は
政
府
軍
に
投
降
し
て

市
で
は
鳥
栖
市
誌
第
四
巻
「
近
代
・
現
代
編
」
の
編
集
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
誌
だ
よ
り
で
は
そ
の
中
か
ら
、
近
代
の
幕
開
け
と
と
も

に
鳥
栖
が
戦
い
の
舞
台
と
な
っ
た
「
佐
賀
の
乱
」
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
市
誌
編
纂
係
（
4
85
・
３
５
４
８
）
へ
。

■鳥栖に残る佐賀の乱の遺物

　全長99.1cm、重量約４kg。52口径、元込
め単発式のライフル。政府軍の制式銃とは
異なることや、優勢であった政府軍の装備
品が戦場に遺棄されることは考えられない
ことから、佐賀の乱で佐賀士族が使用した
と考えられます。

　大正期に発見されたもの。いずれも直径
1.5cm、長さ2.5cmで、弾頭部が丸く形成さ
れています。

　激しい戦闘が行われた朝日山付近では、
それに関係するとみられる品物が残って
います。

古賀町の民家で発見された古銃

朝日山の南側の畑で発見された銃弾

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
５
回
）

「
佐
賀
の
乱
」と
鳥
栖
市
域

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

間
も
な
く
刊
行
し
ま
す

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

間
も
な
く
刊
行
し
ま
す



い
ま
す
（『
佐
賀
征
討
戦
記
』、

明
治
八
年
、
陸
軍
文
庫
）。

そ
し
て
翌
二
十
二
日
、
政
府

は
軍
を
三
手
に
分
け
て
朝
日
山

に
陣
取
る
佐
賀
軍
を
攻
め
て
い

ま
す
。
①
長
崎
街
道
を
進
み
轟

木
宿
に
入
る
軍
②
宿
村
付
近
を

経
由
す
る
軍
③
古
賀
村
・
牛
原

村
・
山
浦
村
を
経
由
し
て
朝
日

山
の
背
後
に
迫
る
軍
で
す
。

「
両
軍
ノ
砲
声
雷
ノ
如
ク
、

山
岳
為
ニ
震
フ
」（『
佐
賀
征
討

戦
記
』）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

激
し
い
砲
撃
戦
が
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
佐
賀
軍
は
持
ち
こ

た
え
ら
れ
ず
、
中
原
宿
へ
撤
退

し
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、「
村
田

か
ら
神
埼
ま
で
人
家
は
焼
失
し
、

そ
の
ほ
か
に
も
豆
津
か
ら
神
埼

ま
で
の
村
々
は
お
お
よ
そ
焼
失

し
て
い
る
」（「
原
家
日
記
」）
と
、

大
き
な
損
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

佐
賀
の
乱
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
県
東
部
で
は
、

兵
火
に
か
か
っ
た
約
千
六
百
戸

に
復
興
資
金
二
万
円
余
り
、
ま

た
約
六
千
人
に
対
し
米
二
百
十

九
石
余
り
が
明
治
政
府
か
ら
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
軍
の
進
路
に
当

た
っ
た
鳥
栖
市
域
で
は
、
政
府

軍
の
武
器
弾
薬
や
食
糧
な
ど
を

運
搬
す
る
人
夫
と
し
て
召
集
さ

れ
た
り
、
物
品
の
納
入
を
命
じ

ら
れ
た
者
も
多
く
、
こ
れ
ら
に

対
し
、
賃
金
や
代
価
が
支
払
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
一
部
を
学
校

費
（
運
営
費
）
に
充
て
た
い
と
の

願
書
を
出
し
た
地
区
も
あ
り
、
聞

き
届
け
ら
れ
た
上
に
奇
特
と
し
て

賞
金
百
円
を
与
え
て
い
ま
す
。

中
世
編
に
は
、
朝
廷
を
中
心

と
し
た
公
家
政
治
が
終
わ
り
、

武
家
が
政
治
の
実
権
を
握
っ
て

か
ら
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一

す
る
ま
で
の
時
代
を
収
録
し
て

い
ま
す
。

武
家
社
会
が
成
立
し
て
い
く

鎌
倉
時
代
の
鳥
栖
や
、
南
北
朝

の
争
乱
で
市
内
各
所
に
陣
・
城

塞
が
築
か
れ
た
こ
と
、
戦
国
時

代
の
城
山
に
い
た
筑
紫
一
族
の

出
自
や
所
領
の
変
遷
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宗
教
に
深
く
結
び
つ

い
た
当
時
の
人
々
の
生
活
や
伊

勢
参
宮
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

田
代
町
や
瓜
生
野
町
（
現
在
の

本
町
）
の
人
々
の
様
子
も
紹
介
。

さ
ら
に
、
勝
尾
城
関
連
の
山
城

群
、
武
士
た
ち
の
城
館
な
ど
の

縄
張
り
図
な
ど
に
つ
い
て
も
解

説
し
て
い
ま
す
。

近
世
編
で
は
、
豊
臣
秀
吉
の

九
州
平
定
に
よ
る
基
肄
・
養
父

郡
領
有
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
、

対
馬
藩
田
代
領
と
佐
賀
藩
領
の

領
政
の
仕
組
み
と
違
い
な
ど
を

述
べ
て
い
ま
す
。
ハ
ゼ
・
蝋
、

配
置
売
薬
や
筑
後
川
・
宝
満
川

を
め
ぐ
る
久
留
米
・
佐
賀
・
対

馬
藩
の
「
水
論
」
な
ど
に
つ
い

て
も
記
述
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
長
崎
街
道
を

通
っ
た
人
々
の
紀
行
文
や
地
域

の
文
学
、
と
り
わ
け
俳
句
の
盛

ん
な
様
子
に
つ
い
て
新
し
い
史

料
を
交
え
て
紹
介
。
幕
末
社
会

の
尊
皇
攘
夷
運
動
の
中
で
こ
の

地
域
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。

難
し
い
言
葉
は
で
き
る
だ
け

避
け
、
専
門
用
語
は
脚
注
欄
で

解
説
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
図

版
を
六
百
枚
以
上
使
用
し
た
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
構
成
で
、
総
頁

八
百
頁
。
一
冊
五
千
円
で
、
四

月
に
は
頒
布
し
ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
本
編
の
ほ
か
、

研
究
編
「
と
す
の
伝
統
建
築
」、

資
料
編
「
と
す
の
口
承
文
芸
」

も
発
刊
し
ま
す
。

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

間
も
な
く
刊
行
し
ま
す

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

間
も
な
く
刊
行
し
ま
す

「佐賀の乱」の戦闘の舞台となった朝日山





県
で
は
４
月
１
日
か
ら
「
佐

賀
県
森
林
環
境
税
」
を
導
入
し

ま
す
。

こ
の
税
は
、
水
資
源
を
育
む

な
ど
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
森
林
の
多
面
的
、
公
益
的

機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
荒
廃

し
た
森
林
の
再
生
な
ど
の
施
策

の
財
源
と
し
て
集
め
ら
れ
る
も

の
で
す
。

①
県
に
よ
る
荒
廃
森
林
の
再

生
②
市
町
に
よ
る
公
有
林
化

（
市
町
の
森
林
購
入
に
対
す
る
補

助
）
③
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

提
案
公
募
事
業
④
県
、
市
、
Ｃ

Ｓ
Ｏ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
活

動
団
体
、
自
治
会
な
ど
の
市
民

社
会
組
織
）
な
ど
に
よ
る
協
働

事
業
に
限
定
し
て
使
用
し
ま
す
。

期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら
同
24

年
度
ま
で
の
５
年
間
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
県

税
務
課
（
4

０
９
５
２
・
25
・

７
０
２
１
）、
税
の
使
い
道
に
つ

い
て
は
県
森
林
整
備
課
（
4

０

９
５
２
・
25
・
７
１
３
５
）
へ
。

課
税
方
法
●
県
民
税
均
等
割
に

上
乗
せ
し
ま
す

納
税
義
務
者
●
県
民
税
を
納
め

る
人
（
現
行
の
県
民
税
均
等
割

の
納
税
義
務
者
と
同
じ
）

税
　
額
●
個
人
＝
年
額
５
０
０

円
▽
法
人
＝
年
額
１
０
０
０
円

〜
４
万
円
（
資
本
金
な
ど
の
額

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

対
　
象
●
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
30
歳
未
満
の
人

開
講
時
間
●
午
後
６

時
半
〜
同
８
時
半

（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

は
午
後
７
時
〜
同
８

時
10
分
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
は
午
後
６

時
〜
同
８
時
）

申
し
込
み
●
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
、

友
の
会
会
費
１
５
０

０
円
と
傷
害
保
険
料

５
０
０
円
（
ピ
ラ
テ

ィ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
１
５
０
０
円
）

を
添
え
て
同
ホ
ー
ム
（
4

82
・

４
７
８
０
）
へ

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
西
村
幸
夫
（
原
古
賀

町
・
亡
妻
悦
子
）
▽
古
澤
行
雄

（
同
・
亡
母
ウ
メ
ノ
）
▽
河
村
廣

一
（
原
町
・
亡
妻
ナ
ミ
子
）
▽

白
水
綾
子
（
今
泉
町
・
亡
夫
義

種
）
▽
権
藤
嘉
之
（
同
・
亡
母

邦
子
）
▽
井
邊
ス
エ
ノ
（
安
楽

寺
町
・
亡
夫
進
）
▽
國
松
貞
子

（
田
代
本
町
・
亡
夫
政
憲
）
▽
山

本
春
文
（
藤
木
町
・
亡
二
男
幸

志
）
▽
武
富
枝
美
子
（
本
町
・

亡
父
北
村
忠
雄
）
▽
近
藤
雅
之

（
前
田
町
・
亡
父
精
一
）
▽
福
地

朝
枝
（
村
田
町
・
亡
夫
勇
）
▽

松
山
祥
一
（
儀
徳
町
・
亡
父
正

廣
）
▽
古
賀
ヒ
サ
子
（
同
・
亡

義
母
ウ
メ
コ
）
▽
古
川
静
江

（
桜
町
・
亡
夫
政
雄
）
▽
栗
野
恵

笑
子
（
古
賀
町
・
亡
夫
三
郎
）

▽
永
渕
和
子
（
養
父
町
・
亡
夫

清
二
）
▽
緒
方
弥
生
（
江
島

町
・
亡
夫
靖
夫
）
▽
有
馬
一
彦

（
轟
木
町
・
亡
父
清
彦
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
５
６
６
４
円
…
大
田

山
安
生
寺
（
田
代
本
町
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
５
万
円
（
桜
ヶ
丘
町
へ

指
定
）
…
江
島
利
郎
（
桜
ヶ
丘
町
）

新
潟
県
中
越
沖

地
震
被
災
者
へ
▽
１
５
１
円
…

鳥
栖
商
工
会
議
所
設
置
募
金
箱

教
育
委
員
会
で
は
、
新
た
に

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

「
四
葉
座
連
弧
文
鏡
（
し
よ
う
ざ

れ
ん
こ
も
ん
き
ょ
う
）」
を
展
示

公
開
し
ま
す
。

こ
の
鏡
は
中
国
・
後
漢
時
代

の
も
の
で
、
平
成
６
年
に
藤
木

遺
跡
（
藤
木
町
）
か
ら
出
土
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
（
4
85
・
３
６
９
５
）
へ
。

と
　
き
●
３
月
４
日
（
火
）
か

ら
14
日
（
金
）
ま
で

と
こ
ろ
●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

四葉座連弧文鏡







私
の
住
ん
で
い
る
曽
根
崎
町

で
は
、
毎
年
３
月
に
氏
神
様
で

あ
る
「
老
松
宮
」
で
、
獅
子
舞

の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
鳥
栖
地
区
の
藤

木
町
、
若
葉
地
区
の
神
辺
町
、

麓
地
区
の
牛
原
町
、
旭
地
区
の

村
田
町
・
江
島
町
で
獅
子
舞
が

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
藤
木
町
と

曽
根
崎
町
で
は
、「
道
行
き
ば
や

し
」
の
形
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

曽
根
崎
町
の
獅
子
舞
は
、
昭

和
36
年
以
降
途
絶
え
て
い
ま
し

た
が
、
59
年
に
保
存
会
が
結
成

さ
れ
、「
曽
根
崎
の
獅
子
舞
」
と

し
て
復
興
し
、
そ
の
後
、
62
年

に
「
鳥
栖
市
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

獅
子
舞
が
途
絶
え
て
い
た
期

間
も
、
当
時
の
農
協
婦
人
部
の

皆
さ
ん
が
、
地
区
の
文
化
祭
な

ど
で
、
部
分
的
に
披
露
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
中
で

「
道
行
き
ば
や
し
」
も
継
承
さ
れ

て
お
り
、
復
興
の
際
に
は
、
指

導
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ

う
で
す
。

「
道
行
き
ば
や
し
」
に
は
、

日
の
丸
の
扇
子
を
持
っ
て
踊
る

「
道
ば
や
し
」
と
、
ボ
ン
テ
ン
と

呼
ば
れ
る
短
冊
を
三
角
に
折
っ

た
飾
り
の
付
い
た
竹
の
棒
を
持

っ
て
踊
る
「
筑
後
ば
や
し
」
と

が
あ
り
ま
す
。
２
曲
と
も
に
唄

は
無
く
「
ド
ン
・
キ
ャ
ン
キ
ャ

ン
」
と
聞
こ
え
る
単
調
な
鉦
と

太
鼓
の
伴
奏
の
み
で
、
老
松
宮

か
ら
下
宮
ま
で
の
往
復
路
に
踊

ら
れ
ま
す
。

早
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の

中
で
、
幼
稚
園
生
く
ら
い
の
小

さ
い
子
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
、
お
揃
い
の
法
被

に
前
掛
け
、
帯
、
手
甲
を
付
け
、

頭
に
は
キ
リ
リ
と
鉢
巻
を
し
め

て
、
曲
毎
に
「
ヤ
ァ
ー
サ
」「
エ

イ
サ
、
ヨ
イ
ヨ
イ
」
と
可
愛
ら

し
い
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、

踊
る
姿
を
見
て
い
る
と
「
あ
あ
、

今
年
も
春
が
来
た
な
あ
」
と
つ

く
づ
く
感
じ
、
併
せ
て
、
伝
統

行
事
が
残
さ
れ
て
い
る
地
区
で

暮
ら
せ
て
い
る
事
を
幸
せ
に
思

っ
て
い
ま
す
。

な
お
今
年
は
、
３
月
23
日
の

日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

「子ども道行きばやし」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

※市民の皆さんでつくるページです。

「子ども道行きばやし」を取材しました！市民リポーター
コーナー

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

昨年行われた曽根崎の獅子舞での「道行きばやし」

昭和36年当時の「道行きばやし」



■初心者弓道教室
４月５日から６月28日まで

の毎週土曜日、市民弓道場
（市民プール西側）午後５時
～同７時（４月５日は午後４
時半～）。定員は15人程度。
参加費3,500円（弓具は準備し
ます）。申し込みは３月31日
（月）までに、電話またはFAX
で吉田（4・682-3182）へ。

■グラウンド・ゴルフ教室
３月15日（土）午前９時半

～同11時半（受け付けは午前
９時～）陸上競技場。参加無
料。詳しくは市グラウンド・
ゴルフ協会・中島（4 090-

8833-7175）へ。

■目達原駐屯地一般開放
約800本の桜の開花時期に

合わせて、目達原駐屯地内を
一般開放します。開放日は、
３ 月 2 9 日 （ 土 ） ・ 3 0 日
（日）・４月５日（土）・６
日（日）の４日間、午前10時
～午後８時。詳しくは目達原
駐屯地広報班（4 0952-52-

2161内線206）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
4

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
出
庫
業
務
（
轟
木
町
）
…
時

給
７
５
０
円

◎
営
業
サ
ポ
ー
ト
（
田
代
大
官

町
）
…
時
給
９
０
０
円

◎
清
掃
（
真
木
町
）
…
時
給
６

８
０
〜
８
５
０
円

◎
食
品
製
造
ス
タ
ッ
フ
（
酒
井

西
町
）
…
時
給
９
０
０
〜
９
２

０
円

◎
工
場
内
作
業
（
酒
井
西
町
）

…
時
給
７
５
０
〜
９
０
０
円

◎
ベ
ッ
ド
メ
ー
ク
・
清
掃
（
京

町
）
…
時
給
７
８
０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

空
き
事
務
所
な
ど
を
一
時

的
に
利
用
し
た
特
設
会
場
で
、

健
康
機
器
な
ど
の
無
料
体
験

を
行
い
、
高
い
商
品
を
販
売

す
る
業
者
が
い
ま
す
。

狭
い
事
務
所
で
、
長
時
間

の
体
験
を
さ
せ
、
商
品
を
買

う
よ
う
に
と
説
得
を
続
け
、

精
神
的
に
追
い
詰
め
ま
す
。

閉
鎖
的
な
場
所
で
数
人
に

囲
ま
れ
て
説
得
さ
れ
る
と
い

っ
た
場
合
も
多
く
、
つ
い
つ

い
そ
の
場
か
ら
逃
げ
た
い
あ

ま
り
、
契
約
し
て
し
ま
う
例

が
あ
り
ま
す
。

契
約
後
、
正
規
の
メ
ー
カ

ー
品
と
比
べ
て
、
高
価
過
ぎ

た
と
気
付
い
た
こ
ろ
に
は
も

う
遅
く
、
返
品
を
受
け
付
け

て
く
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
無
情
に
も
高

額
な
ロ
ー
ン
の
支
払
い
だ
け

が
残
る
仕
組
み
な
の
で
す
。

こ
れ
は
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
」
と
い
い
、
社
会
経
験

の
少
な
い
若
者
を
狙
う
な
ど

問
題
の
多
い
商
法
で
す
。

市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
７
６
）
で
は
毎
週

月
〜
金
曜
日
に
消
費
生
活
苦

情
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板



※子育て情報が満載です。



食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
「
春
休
み
親
子
で
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
３
月
28
日
（
金
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
●
15
家
族
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
●
１
人
１
０
０
円
（
材

料
代
、
保
険
料
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
１
人
に
つ

き
米
２
分
の
１
カ
ッ
プ
、
エ
プ

ロ
ン
、
大
き
め
の
ハ
ン
カ
チ
、

上
靴
（
子
ど
も
用
）

申
し
込
み
●
３
月
３
日
（
月
）

か
ら
同
17
日
（
月
）
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
（
4

85
・
３
６
５

０
）
へ

と
　
き
●
３
月
15
日
（
土
）
午

後
１
時
開
場
、
同
１
時
半
開
演

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館

内
　
容
●
①
だ
る
ま
森
（
小
学

生
向
け
）
や
②
の
の
は
な
（
乳

幼
児
向
け
）
に
よ
る
公
演
、
共

同
創
作
な
ど

参
加
費
●
①
８
０
０
円
②
５
０

０
（
と
も
に
材
料
費
）

申
し
込
み
●
ぽ
っ
ぽ
・
わ
ー
る

ど
（
4
83
・
７
４
１
５
）

と
　
き
●
３
月
20
日
（
祝
）
正

午
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
東
　
蒸

気
機
関
車
展
示
場
（
虹
の
橋
横
）

問
い
合
わ
せ
●
総
務
課
庶
務
防

災
係
（
4
85
・
３
５
０
６
）

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

母
親
と
な
っ
て
12
年
が
過
ぎ

少
し
は
要
領
を
得
て
き
た
よ
う

で
、
と
り
あ
え
ず
今
は
子
ど
も

た
ち
と
の
関
係
を
お
も
し
ろ
い

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
平
日
は
お
互
い
に
学
校

と
仕
事
と
離
れ
て
い
ま
す
し
、

夕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
る
た
め
に
、
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
子
ど
も
た
ち

を
遠
く
か
ら
見
て
い
る
感
じ
で

す
。そ

の
た
め
に
送
迎
の
車
の
中

で
は
わ
れ
先
に
と
話
を
始
め
る

の
で
出
遅
れ
た
子
は
シ
ョ
ボ
ン

と
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
友
達
の
事
、
習

い
事
の
練
習
内
容
や

き
つ
か
っ
た
事
、
う

れ
し
か
っ
た
事
を
話

し
た
り
、
落
ち
込
ん

で
い
る
子
を
他
の
２

人
が
一
生
懸
命
な
ぐ

さ
め
た
り
。
時
に
は

ケ
ン
カ
も
す
る
３
人

の
姿
を
み
る
の
が
、

私
の
一
番
の
幸
せ
な

時
間
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
小

さ
か
っ
た
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
に

大
変
で
、「
自
分
の
時
間
が
な

い
！
」
と
時
折
爆
発
し
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
う
し
て
少
し
ず

つ
私
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
と
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間

だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
離
れ
て
い
く
の
で

す
が
、
逆
に
子
ど
も
を
通
じ
て

友
達
が
増
え
色
々
な
経
験
が
で

き
、
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
に
感
謝
！
で
す
。

次
は
大
好
き
な
友
達
の
馬
場

恵
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

写真右から執筆者の横尾美智代さん、二女・茉優
ちゃん、長女・美咲ちゃん、長男・圭亮くん

230形268号蒸気機関車

春

休

み

親

子

で

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

だ
る
ま
森
と
つ
く
ろ
う
、
あ
そ

ぼ
う
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
の
の
は
な

２
３
０
形
２
６
８
号

蒸
気
機
関
車
を
一
般
公
開



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

対
　
象
●
就
職
や
職
業
生
活
に

不
安
・
悩
み
が
あ
る
人

と
　
き
●
３
月
19
日
（
水
）
・
27

日
（
木
）
午
後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
雇
用
･
能
力
開
発
機

構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

テ
ー
マ
●
19
日
＝
職
業
ふ
れ
あ

い
「
情
報
業
」
▽
27
日
＝
自
分

み
が
き
「
仕
事
の
し
か
た
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

受
講
料
●
無
料

申
し
込
み
●
雇
用
･
能
力
開
発

機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９

５
２
・
26
・
９
４
９
８
）
へ

と
　
き
●
３
月
29
日
（
土
）
午

後
２
時
半
〜

と
こ
ろ
●
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

共
同
ホ
ー
ル
（
久
留
米
市
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
小
型
船
舶
操

縦
免
許
証
、
写
真
２
枚
（
縦
４
・

５
cm
×
横
３
・
５
cm
、
６
カ
月
以

内
撮
影
）、
住
民
票
１
通
（
本
籍

地
記
載
の
あ
る
も
の
）、
講
習
料

申
し
込
み
●
宇
城
市
立
九
州
海

技
学
院
（
4

０
９
６
４
・
52
・

２
４
５
１
）
へ

と
　
き
●
５
月
８
日
（
木
）
・

９
日
（
金
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ
●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
（
神
辺
町
）

種
　
類
●
乙
種
第
４
類

受
講
料
●
４
０
０
０
円（
２
日
分
）

受
付
期
間
●
４
月
１
日
（
火
）

か
ら
５
月
２
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
●
鳥
栖
・
三
養
基
地

区
危
険
物
安
全
協
会
（
4

83
・

３
１
８
１
）
へ

と
　
き
●
５
月
18
日
（
日
）
午

前
９
時
半
〜

と
こ
ろ
●
龍
谷
高
校
（
佐
賀
市
）

若
者
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

教育委員会では平成19年度文化
財成果展「田代代官所の実像を探
る」を開きます。
昨年行われた田代代官所跡発掘

調査の成果を、現存する代官所の
公文書類とともに展示・紹介しま

す。詳しくは生涯学習課文化財係
（485-3695）へ。
と　き●３月12日（水）から同16
日（日）まで、午前10時～午後
７時※15日（土）16日（日）は
午後６時まで
ところ●市立図書館
■記念講演会
と　き●３月16日（日）午後１時
半～
ところ●市立図書館視聴覚室
演　題●田代代官所の統治機構と
日常（仮題）
講　師●高野信治さん（九州大学
大学院教授）田代代官所跡から出土した食器

小
型
船
舶
操
縦
免
許

更

新

講

習

会

危
険
物
取
扱
者
試
験

準

備

講

習

会

危
険
物
取
扱
者
試
験



受
付
期
間
●
３
月
31
日
（
月
）

か
ら
４
月
11
日
（
金
）
ま
で
。

受
験
願
書
は
鳥
栖
・
三
養
基
地

区
消
防
本
部
（
4

85
・
０
１
１

９
）
で
配
布
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
●
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市

4
０
９
５
２
・
22
・
５
６
０
２
）

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
３

月
31
日
で
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
３
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て

へ
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す

の
で
、
被
保
険
者
証
の
記
載
事
項

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
現
在
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
佐
賀
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
4

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

応
募
資
格
●
市
内
の
個
人
と
団

体
。
花
壇
の
面
積
は
不
問

募
集
内
容
●
花
壇
（
自
宅
の
庭
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、
鉢
な
ど
）

審
　
査
●
４
月
上
旬
（
予
定
）

申
し
込
み
●
３
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
市
花
と
み
ど
り
の
推
進

協
議
会
事
務
局
（
都
市
整
備
課

内
4
85
・
３
６
０
３
）
へ

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ

の
時
期
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
重
要
な
時
期
で
す
。
家

庭
や
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
支

え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
人
が
自
ら
の
姿
勢

を
問
い
直
し
「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
守
り
育
て
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
安
心
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

住民票などの夜間・休日交付

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

と　き●３月22日（土）・23日（日）午前10時～午後４時
ところ●田主丸町商店街多目的広場および田主丸町内の各「蔵」
内　容●日本酒・焼酎・ワイン・醤油の｢蔵開き｣ほか
その他●会場間を無料シャトルバスが運行します
問い合わせ●久留米観光コンベンション国際交流協会田主丸事務所
（40943-72-4956）

と　き●３月20日（祝）午前10時～午後３時（雨天中止）
ところ●小郡運動公園内陸上競技場西側広場（小郡市大保）
内　容●趣味で作ったもの、家庭で不要になったものなどの販売
問い合わせ●七夕市実行委員会事務局（小郡市商工・企業立地課内
472-2111内線142）

クロスロード
クロスロード

国

民

健

康

保

険

被
保
険
者
証
の
更
新

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
募
集

３
月
は
「
春
の
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
」
で
す

クロスロード




